
北 国 を 旅 す る 芸 術 祭

生 息 地 、「 N O R T H 」。

◉会場1／北海道立函館美術館 ［2023.3.11→22］
◉会場2／道南いさりび鉄道「ながまれ号」車両内 ［2023.3.7→26］
◉会場3／函館バス「元町ベイエリア周遊号」車両内 ［2023.3.7→26］
◉会場4／函館バス「五稜郭タワー前」バス停 ［2023.3.11→22］

はこだてトリエンナーレ2023
2023.3.11［SAT］

▲

22［WED］

【入場料】美術館のみ 大人1,000円（再入場可）、大学生以下無料
障がい者手帳をお持ちの方と介護の方1名は、展覧会観覧料金が無料となります。



ARTIST

監修：大下智一(北海道立近代美術館 リサーチ推進課長)　キュレーション：石川潤(メインキュレーター)、ささきようすけ、紀あさ
主催／旅する芸術祭実行委員会　共催／公益財団法人北海道文化財団　後援／北海道、函館市・函館市教育委員会、北斗市、木古内町、一般社団法人 函館国際観光コンベンション協会
協力／道南いさりび鉄道株式会社、函館バス株式会社　助成／公益財団法人 野村財団

阿部典英 荒尾悠佳 石川　潤 上野伊都美

大下　茜 大野　希 木戸永二 紀　あさ

黒谷　都 ささきようすけ 隅田信城 板東綾子

松沢香代 安田祐子 imigongo anywhere ワークセンターほくと

 〈hopeful newcomer〉 学生公募作品を展示

前回のはこだてトリエンナーレは「みなみ北海道を旅する芸術祭」として、 道南いさりび鉄道沿線の「みなみ北海道」各地で展示をおこなってきました。2023
年は「ART x TRAvel」冬の北国を旅する芸術祭です。この街にはまだ冬の気配が残る季節に、北海道ゆかりの作家が中心となり、雪や白など、冬の北国の旅
を紡ぎます。コロナ禍で旅の形が変わってきた中で「函館の美術館」を中心に、今後の新しい社会の中で人と人とを繋ぐ在り方を模索し、将来が期待される作
家の作品やアールブリュットなど多様なアートを発信する芸術祭となりたいと考えています。

はこだてトリエンナーレ2023

■日　時／2023年3月7日（火）～22日（水） 9：30～21：30
■主催・場所／函館コミュニティプラザ Gスクエア（入場無料）
■展　示／佐々木一斗、ささきようすけ、Novyah、ワークセンターほくと

■日　時／2023年3月11日（土）18：00開場・18：30開演
■場　所／函館コミュニティプラザ Gスクエア（入場無料）
■登壇者／阿部典英（美術家）、大下智一（道立近代美術館）、石川潤（美術家）

◉オープニングトークイベント

◉Ｇスクエア×はこだてトリエンナーレ

■日　時／2023年3月11日（土）13:00開場・13:30開演
■場　所／函館コミュニティプラザ Gスクエア（入場無料）
■出　演／社会福祉法人侑愛会 ワークセンターほくと

■日　時／2023年3月21日（火・祝） 13：00～／15：00～（上演＝各約20分）
■場　所／北海道立函館美術館　展示室内（展示の入場券が必要です）
■出　演／Ku in Ka（ヒト:黒谷都、モノ:松沢香代）

◉アールブリュット公開制作

◉パフォーマンス

土・日は15時～美術館でギャラリートークあり


